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ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
宮
中
で
は
、
皇
后
ウ
ー
ジ
ェ
ニ
イ
を
中
心
に
、
当
時
の
錚
々
た
る
文
学
者
を
交
へ
た
特

色
の
あ
る
集
会
が
行
は
れ
た
が
、
そ
の
席
で
、
何
時
か
ら
と
も
な
く
、
「
秘
書
役
ご
つ
こ
」
と
い
ふ
遊
戯
が
は

じ
ま
つ
た
。

　
あ
る
日
の
こ
と
、
プ
ロ
ス
ペ
エ
ル
・
メ
リ
メ
が
出
題
者
に
な
つ
て
、
有
名
な
「
ア
カ
デ
ミ
イ
の
書
取
」
を
や

る
こ
と
に
な
り
、
競
技
者
を
募
つ
た
と
こ
ろ
、
出
題
者
が
出
題
者
だ
け
に
、
多
く
の
廷
臣
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ

口
実
を
設
け
て
、
尻
ご
み
を
す
る
ば
か
り
だ
つ
た
。

　
兎
も
角
、
勇
敢
な
連
中
だ
け
が
、
鉛
筆
を
取
り
上
げ
た
。
勇
敢
な
連
中
と
は
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
、
皇

后
ウ
ー
ジ
ェ
ニ
イ
、
学
問
自
慢
の
貴
族
と
少
数
の
大
官
連
、
そ
れ
に
、
文
学
者
側
か
ら
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

ヂ
ュ
マ
・
フ
ィ
ス
、
オ
ク
タ
ア
ヴ
・
フ
ウ
イ
エ
、
そ
の
外
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ
公
爵
と
そ
の
夫
人
ポ
オ
リ
イ
ヌ
、

な
ど
で
あ
つ
た
。

　
メ
リ
メ
は
、
や
が
て
、
問
題
の
文
章
を
読
み
上
げ
た
。

　
い
よ
い
よ
答
案
を
集
め
る
段
に
な
る
と
、
み
ん
な
不
安
げ
に
顔
を
見
合
せ
た
。

　
集
め
た
答
案
に
誤
り
の
個
所
を
し
る
す
メ
リ
メ
の
口
辺
に
は
、
愉
快
げ
な
微
笑
が
浮
ん
で
ゐ
る
。

　
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
皇
帝
陛
下
、
お
間
違
ひ
、
四
十
五
…
…
。

　
皇
后
陛
下
、
お
間
違
ひ
、
六
十
二
…
…
。
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メ
ッ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ
公
爵
夫
人
、
四
十
二
…
…
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヂ
ュ
マ
氏
、
二
十
四
…
…
。

　
オ
ク
タ
ア
ヴ
・
フ
ウ
イ
エ
氏
、
十
九
…
…
。

　
メ
ッ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ
公
爵
閣
下
、
三
…
…
。

　
二
人
の
ア
カ
デ
ミ
イ
会
員
は
、
大
に
面
目
を
潰
し
て
、
小
鼻
を
撫
で
ま
わ
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
見
て
、
一
同

は
、
ド
ッ
と
笑
つ
た
。

　
す
る
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヂ
ュ
マ
は
、
つ
と
起
ち
上
つ
て
、
最
も
年
少
の
外
国
貴
賓
メ
ッ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ

公
爵
の
前
に
進
み
出
で
、
恭
し
く
、

「
公
爵
、
ア
カ
デ
ミ
イ
で
、
綴
字
法
の
御
講
義
を
何
時
お
願
ひ
で
き
ま
せ
う
か
」

　
と
云
つ
た
。

　
読
者
諸
君
、
私
は
偶
然
、
メ
リ
メ
の
提
出
し
た
此
の
書
取
の
問
題
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
左
に
そ
れ
を
掲
げ

ま
す
。
諸
君
が
仏
蘭
西
語
を
習
は
れ
た
先
生
に
、
試
み
に
此
の
問
題
を
出
し
て
御
覧
に
な
つ
て
は
如
何
で
す
。

　
〔Pourparlersansam

bigui:te',ce
di^nera`Sainte-A

dresse,pre`sdu
H

avre,m
algre'leseffluves,em

b

aum
e'sde

la
m

er,m
algre'lesvins,de

tre`sbonscrus,lescuisseaux
de

veau
etlescuissotsde

chevreuilp
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rodigue'sparl'am
phitryon,futun

vraigue^pier.

〕

　
〔Q

uellesque
soient,quelqu'exigue:squ'aientpu

parai^tre,a`co^te'de
la

som
m

e
due,lesarrhesqu'e't

aientcense'savoirdonne'esla
douairie`re

etle
m

arguillier,ile'taitinfa^m
e

d'en
vouloirpourcela

a`ces

fusiliersjum
eaux

etm
alba^tisetde

leurinfligerune
racle'e,alorsqu'ilsne

songeaientqu'a`prendre
desr

afrai^chissem
entsavec

leurcoreligionnaire.

〕

　Q
uoiqu'ilen

soit,
〔c'estbien

a`tortque
la

douairie`re,parun
contre-sensexorbitant,s'estlaisse'entr

ai^nera`prendre
un

ra^teau
etqu'elle

s'estcru
oblige'e

de
frapperl'exigeantm

arguilliersurson
om

oplat

e
vieillie.

〕

　
〔D

eux
alve'olesfurentbrise's,une

dysenterie
se

de'clara,suivie
d'une

phtisie.

〕

　
〝
〔ParSaintM

artin,quelle
he'm

orragie!s'e'cria
ce

be'li^tre!

〕
〞
〔A

cete've'nem
ent,saisissantson

goupillon,ridicule,exce'dantde
bagage,illa

poursuivitdansl'e'glise
toutentie`re.

〕
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